
トウダイグサの燈台は、 昔の照明

器具のこと。 茎の先が平たいお皿

のように広がるすがたから来ている

よ。 また果実の様子から、 スズフ

リバナという別名もあるんだ。

道ばたや畑のまわりな

ど、 身近な場所に生え

るよ。 地味な草だから

注意して探してみよう。
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草全体に

毒を持っている。
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千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA
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道ばた など
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こんな場所に

生えるよ！
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道ばたや畑に

生えるため、

草むしりや農薬に

やられてしまう

ことが多い。
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花のまわりの苞葉

（葉が変化した部分）

が黄緑色に色づく

茎のてっぺんは平たい

皿のように広がる

花びらのように

見える部分は腺体

（みつを出す部分）

果実は３つの

球がくっついた

ようなかたち

葉はまるで

しゃもじの

ようなかたち

茎や葉をちぎると

白い汁が出てくる

1 個のめばなと

数個のおばなが

集まって１つの

花のように

なったもの
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